
◆
広
が
る
避
難
解
除
の
中
で
、進
ま
ぬ
帰
還 

東
京
電
力
第
１
原
発
事
故
で
出
さ
れ
て
い
た
避
難
指
示
は
、
順

次
解
除
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
福
島
県
内

１１
市
町
村
の
対
象
地
域
の
約
７
割
で
解
除
さ
れ
る
。 

し
か
し
、
実
際
の
住
民
の
帰
還
は
進
ま
な
い
。
住
民
登
録
者
約

２
万
人
に
対
し
、
実
際
に
帰
還
し
た
人
の
割
合
は
１３
，
５
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。 

中
で
も
若
い
人
ほ
ど
帰
ら
な
い
と
す
る
人
が

多
い
と
言
う
調
査
報
告
で
あ
る
。 

 

 
第１６号 

平成２９年５月１５日 発行 

関ヶ谷自治会ホームページではカラーでご覧なれます 

関ヶ谷自治会 防災部 

防災ボランティアグループ発行 

今
年
で
発
足
７
年
目
と
な
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

（ 

防
災
Ｖ
Ｇ
） 

の
協
力
を
得
て
、
自
治
会
会
長
と
し
て
こ
の
一

年
間
、防
災
に
係
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

防
災
Ｖ
Ｇ
は
も
ち
ろ
ん
自
治
会
員
と
共
に
、
「
地
域
の
安
全
・

安
心
」
と
「 

災
害
時
の
互
助
」
に
役
員
全
員
で
関
わ
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

私
は
、
６
年
前
の
東
日
本
大
震
災
時
に
、
“ 

帰
宅
困
難
者
”と

な
り
、家
族
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
眠
れ
な
い
ほ
ど
心
配
を

し
て
、備
え
の
大
切
さ
と
隣
人
の
助
け
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
以
後
毎
年
の
よ
う
に
大
地
震
や
噴
火
、
水
害

な
ど
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

２
０
１
７
版
「 

全
国
地
震
動
予
測
地
図
」
の
公
表
で
は
、
３０
年

内
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
の
確
率
、横
浜
８１
％
と
全
国
２
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
に
、
“ 

関
ヶ
谷
地
域
は
岩
盤
の
上
に
あ
り
倒

壊
や
、
隣
の
住
宅
と
の
間
隔
も
広
く
延
焼
の
心
配
も
さ
ほ
ど
な

い
”と
い
っ
た
話
を
聞
き
ま
す
。
こ
の
手
の
過
信
等
が
予
期
せ
ぬ

被
災
に
合
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「 

自
助
」
に
よ
る
備
え
を
万
全
に
し
つ
つ
「 

近
助
（ 

＝
向
こ

う
三
軒
両
隣
を
知
り
助
け
合
う
）」
が
機
能
す
る
地
域
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、新
会
員
名
簿
の
防
災
ペ
ー
ジ
を
お
読
み
い
た
だ
き
、悔

い
の
な
い
備
え
と
ご
近
所
付
き
合
い
を
深
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。 

 

防
災
Ｖ
Ｇ
と
共
に
地
域
の
安
心
・安
全 

そ
し
て
減
災
に
取
組
む
覚
悟
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
治
会
長 

山
本 

覚 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
。 

震
災
復
興
の
今
は 

ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
！ 

 

◆
今
も
な
お
２
５
５
３
人
が
行
方
不
明
！ 

仮
設
住
宅
に
な
お
３
万
５
０
０
０
人 

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
１
万
５
８
９
３
人
が
死
亡
。
今
も
２

５
５
３
人
が
行
方
不
明
だ
。
震
災
の
関
連
死
は
３
５
２
３
人
に
上

る
。 プ

レ
ハ
ブ
の
仮
設
住
宅
に
暮
ら
す
人
は
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

３
県
で
３
万
５
０
０
０
人
。
阪
神
淡
路
で
は
仮
設
住
宅
は
５
年
で

解
消
し
た
。
震
災
規
模
の
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
復
興
の
遅
れ
を
示

す
数
字
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
住
人
の
高
齢
化
で
あ
る
。
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
が
占
め
る
割
合
は
、
３
県
で
３０
％
～
４３
％
と
高
く
、
自
宅

再
建
意
欲
を
失
っ
た
高
齢
者
へ
の
対
応
が
急
が
れ
る
。 

 

◆
風
化
の
影
、応
援
職
員
が
不
足 

被
災
地
自
治
体
に
応
援
要
員
を
派
遣
す
る

相
互
協
力
シ
ス
テ
ム
に
、
発
災
か
ら
６
年
を

経
過
し
て
、
風
化
の
影
が
み
ら
れ
る
。
３
県

で
復
興
に
必
要
な
要
員
が
約
２
３
０
人
、
建

築
な
ど
技
術
職
員
が
１
５
０
人
不
足
し
て
い

る
。
健
康
を
守
る
保
健
師
の
要
望
も
強
い
。 

昨
年
の
熊
本
地
震
発
生
を
機
に
、
応
援
職

員
を
引
き
上
げ
る
動
き
も
有
っ
た
。 

 

復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
道
の
り
が 

残
さ
れ
て
い
る
。 

 

◆
自
力
再
建
が
６
割
超 

東
日
本
大
震
災
後
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
で
供
給
さ

れ
た
戸
建
て
住
宅
は
５
万

８
４
３
戸
。
自
力
再
建
分
３

万
１
７
６
９
戸
で
62
％
。

公
的
制
度
を
利
用
し
た
の

は
１
万
９
０
７
４
戸
。
実
際

の
利
用
は
、
７
割
弱
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
理
由
の
人
一

つ
に
待
ち
き
れ
ず
に
住
み

慣
れ
た
土
地
を
離
れ
て
い

っ
た
人
が
増
え
て
い
る
と

言
う
実
態
が
あ
る
と
言
う

事
で
あ
る
。 

要
援
護
者
宅
の
訪
問
記 

防
災
V

G 

第
３
グ
ル
ー
プ 

リ
ー
ダ
ー
服
部
堯
夫 

 

平
成
２９
年
４
月
２４
日
～
２６
日
、 

第

１
・ 

２
・ 

３
地
区
の
要
援
護
者
宅
を
、

民
生
委
員
の
戸
次
明
子
、
大
橋
ひ
ろ

み
、
大
島
房
子
と
、
防
災
V

G
第
１
・ 

２
・ 

３
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
陣
座 

昭
、
松
原
正
紀
、
服
部
堯
夫
で
、
会
長

挨
拶
文
を
持
参
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

３
地
区
合
わ
せ
て
１
３
８
宅
を
訪
問
、

在
宅
し
て
い
た
方
が
８９
宅
、
不
在
の
方

が
４９
宅
で
し
た
。 

 

在
宅
の
方
々
に
は
関
ケ
谷
自
治
会
の

防
災
体
制
に
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。 

不
在
の
宅
に
は
ポ
ス
ト
に
書
面
を
投

函
し
て
き
ま
し
た
。 

 

＊ 

一
人
暮
ら
し
の
健
在
な
方
が
お

り
、
援
護
者
の
方
に
廻
っ
て
良
い
と

の
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。 

＊ 

又
、
チ
ャ
イ
ム
の
み
の
応
答
の
方
も

い
ま
し
た
。 

 

●
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
や
、
金
沢

警
察
署
か
ら
の
注
意
関
係
等
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
配
付
し
ま
し
た
。 

 
 
 

  



 

１
熊
本
地
震
か
ら
の
経
験
：
一
人
一
人
が
家
で
の
備
え 

熊
本
で
義
母
が
（ 

８０
歳
代
半
ば
）マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
一
人
暮
ら
し

の
被
災
実
例
か
ら
学
ぶ
。 

*
 

マ
ン
シ
ョ
ン
は
各
家
オ
ー
ル
電
化
で
地
震
に
よ
る
停
電
で
フ
ロ
ア

10
㎝
の
水
浸
し
に
。 

*
 

災
害
対
策
で
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
準
備
し
て
い
た
物
・・ 

メ
ガ

ネ
・ 

健
康
保
険
証
・ 
お
薬
手
帳
・ 

携
帯
電
話
・ 

身
障
者
手
帳
・ 

ボ
ー
ル
ペ
ン
・ 

懐
中
電
灯
・ 
笛
・・ 

笛
を
吹
き
、懐
中
電
灯
を
チ

カ
チ
カ
さ
せ
た
の
で
近
所
の
方
が
助
け
に
来
て
く
れ
た
。 

 

＊ 

良
か
っ
た
点
（ 

○
印
） 

○ 

懐
中
電
灯
を
枕
元
に
準
備
し
て
い
た
。 

○ 

携
帯
電
話
の
充
電
器
を
準
備
し
て
い
た
。 

○ 

リ
ビ
ン
グ
・ 

寝
室
に
大
き
な
家
具
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
。 

○ 

避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
。 

○ 

日
頃
か
ら
近
所
の
方
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
と
の
お
付
き
合
い

が
あ
っ
た
。 

 
*
 

出
来
て
い
な
か
っ
た
点
（ ×

印
） 

 
 
×
 

部
屋
を
整
理
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 
 
×
 

台
所
・ 

和
室
・ 

玄
関
の
家
具
の
固
定
を
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 
*
 

準
備
し
て
い
た
が
使
わ
な
か
っ
た
も
の
（ 

△
印
） 

 
 

△ 

水
・ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
準
備
し
て
い
た
が
使
わ
な
か
っ
た
。 

350 

ｍ
ℓ
の
水
を
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。  

 

２ 

地
震
の
想
定
に
つ
い
て
：
本
当
に
起
き
る
、想
定
外
は 

な
い
、危
な
い
断
層
は
や
っ
ぱ
り
危
な
い
！ 

 

今
後
３０
年
間
に
起
き
る
危
な
い
断
層
順
（ 

上
位
200
位
）で
実
際

に
発
生
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊ 

熊
本
の
日
奈
久
（ 

ひ
な
ぐ
）断
層
帯
：
3
位
、布
田
川
（ 

ふ
た

が
わ
）断
層
帯
60
位 

 
 
 

熊
本
の
最
大
値
は
1
～
１６
％
、（ 

熊
本
の
県
・ 

市
は
こ
ん
な
大

規
模
地
震
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
）。 

＊ 

因
み
に
三
浦
半
島
断
層
帯
7
位
（ 

最
大
値
11
％
）、
相
模
ト

ラ
フ
70
％
、南
海
ト
ラ
フ
70
％ 

＊ 

阪
神
淡
路
は
8
％
と
低
か
っ
た
。 

「 

減
災
研
修
会
に
」参
加
し
て
、私
の
一
言
―
徳
岡
正
彦 

被
災
者
の
実
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
頭
で
は
理
解

し
て
い
て
も
、備
え
が
ど
こ
ま
で
で
き
て
い
る
か
、行
動
に
移
す
こ

と
が
第
一
で
す
。
実
践
す
る
こ
と
が
減
災
に
繋
が
り
ま
す
！ 

  

講
師
：
矢
守 

克
也
氏 

京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授      

 
 

 
 

 

記 

 

 防災ボランティア 

 

防災ボランティア活動を下記のチームで行っています。``一緒にやりませんか” 

防火チーム、情報・通信・電気チーム、医療・介護チーム、食糧・物資チーム、防災資機材取扱チーム 

 
連絡先 自治会館 ７８４－４４４７ 

『 

家
庭
と
地
域
で
進
め
る
防
災
・減
災
対
策--- 

熊
本
地
震
を
経
験
し
て---

』 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自助・共助・公助 『防災部・防災ボランティア今後の活動予定』 

* 防災バス見学会・・・6月8日、県防災総合センター：体験・見学、アサヒビール 

工場見学会、開成町あじさい祭見物 

* 防災ＶＧ懇親会＆炊きだし訓練・・・7月22日、自治会館 

* 防災資機材チーム…6月に防災部の棚卸に立ち合い・資機材点検 

８月は納涼大会に使用する発電機の点検作業及びテントの設営、撤収 

* 要援護者宅訪問・・・8・9月に防災ＶＧの複数の担当者が要援護者宅訪問 

** 次回防災だより ： H29年8月15日予定 

 

 

出
火
を
防
ぐ
「 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
設
置
の
勧
め 

防
火
チ
ー
ム 

村
山
欽
也 

 

 

震
災
時
に
電
気
に
よ
る
火
災
が
最
も
多
い
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
地
震
に
よ
る
火
災
１
６
３
件
の
う
ち
、電
気

火
災
が
１
０
８
件
と
 ６６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

震
度
５
以
上
の
揺
れ
を
感
じ
た
時
に
自
動
的
に
電
源
を
落
と
す

「 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
は
電
気
火
災
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、横
浜
市
で
も
補
助
制
度
を 

設
け
て
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

（ 

た
だ
し
残
念
な
が
ら
当
関
ヶ
谷 

地
区
は
補
助
の
対
象
外
で
す
。
） 

 

ブ
レ
ー
カ
ー
の
種
類
は 

① 

分
電
盤
タ
イ
プ 

（ 

電
気
工
事
店
に
よ
る
工
事
費
用
も
含
め
て 

７
～
８
万
円
） 

② 

家
電
量
販
店
等
で
売
っ
て
い
る
数
千
円
の
簡
易
タ
イ
プ
（ 

自

分
で
設
置
す
る
も
の
） 

そ
の
ほ
か
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
の
も
の

（ 

数
千
円
）等
が
あ
り
ま
す
。 

市
で
推
奨
し
て
い
る
分
電
盤
タ
イ
プ
は
、揺
れ
を
感
じ
て
３
分
後

に
電
源
が
落
ち
る
の
に
対
し
、簡
易
タ
イ
プ
は
揺
れ
る
と
同
時
に
電

源
が
落
ち
る
た
め
、夜
間
の
避
難
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
手
近
に
懐
中
電
灯
を
用
意
す
る
よ
う
に

勧
め
て
い
ま
す
。    

も
し
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、白
熱
灯
を

紙
や
布
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
上
や
側
に
置
か
な
い
、家
具
の
転

倒
防
止
を
徹
底
す
る
、万
一
の
場
合 

に
も
シ
ョ
ー
ト
し
な
い
よ
う
配
線
に 

気
を
付
け
る
、等
の
工
夫
を
し
て 

お
く
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。 

 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
式
消
火
器
・ 

消
火
訓
練
を
実
施 

 

防
火
チ
ー
ム 

村
山
欽
也 

 

防
火
チ
ー
ム
で
は
、３
月
１８
日
（ 

土
）午
前

１０
時
～
１１
時
半
ま
で
、草
舞
台
公
園
南
側
の

消
火
栓
を
使
用
し
て
、ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
式
消

火
器
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

防
火
チ
ー
ム
の
7
人
を
は
じ
め
、防
災
VG

や
自
治
会
役
員
等
計
20
人
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
釜
利
谷
消
防
出
張
所
の
井
上
所
長
に

も
指
導
と
安
全
管
理
の
た
め
立
ち
会
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

訓
練
は
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
取
り
扱
い
の
慣

熟
を
目
的
と
し
て
年
2
回
実
施
し
、消
火
栓
・

ホ
ー
ス
・ 

放
水
の
三
人
一
組
で
、消
火
栓
の
蓋

を
開
け
る
→ 

ホ
ー
ス
の
結
合
→ 

放
水
→ 

後

の
ホ
ー
ス
の
整
理
→ 

消
火
栓
の
フ
タ
を
閉
め

る
ま
で
が
一
連
の
訓
練
手
順
で
す
。
今
回
は
で

き
る
だ
け
各
自
の
訓
練
回
数
を
多
く
す
る
為
、

実
際
の
放
水
を
省
い
て
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「 

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は

耳
慣
れ
な
い
用
語
が
多
く
、何
回
か
訓
練
を
や

っ
て
初
め
て
手
順
を
覚
え
ら
れ
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

地震時の「通電火災」防止用 

ブレーカーアダプター 

 

震
災
時
の
火
災
は
消
防
等
の
公

的
活
動
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、

地
域
全
体
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
か
ね
ま
せ
ん
。 

身
の
安
全
の
次
に
『 

火
を
出
さ

な
い
た
め
』
の
工
夫
を
一
人
ひ
と

り
が
実
行
す
る
こ
と
で
、防
火
の
実

を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

  
正
直
、実
際
に
大
震
災
が
起

き
た
と
き
、高
齢
化
著
し
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
台
の
消
火
器

で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る

の
か
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
防

火
チ
ー
ム
と
し
て
、自
治
会
か

ら
預
か
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ
式
消
火
器
を
活
用
す
る

手
順
を
維
持
し
つ
つ
、“火
を

出
さ
な
い
”た
め
の
知
識
や
設

備
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
震

災
時
の
火
災
を
減
ら
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

消火訓練の防火チームの方々 


